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（１）背景

海洋プラスチック問題、気候変動問題等への対応として、令和４年４月

「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が施行され、市町

村がプラスチック使用製品廃棄物の分別収集や再商品化に努めるものとさ

れました。

プラスチック製容器包装 プラスチック製品

プラスチック使用製品廃棄物
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（２）市のプラスチックごみの現状

プラスチック製容器包装は、資源ごみとして、プラスチック製品は、燃

やせるごみとして分別収集しています。

プラスチック製容器包装 プラスチック製品
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（３）モデル事業の目的と概要

プラスチックごみ一括回収時における収集量の変化や種類、異物混入等

を把握・予測するため、モデル事業を行っています。

対象地域 真野北学区、滋賀学区、瀬田学区の一部の自治会区域

（１学区につき、100～２００世帯程度を選定、1回の回収量８０㎏）

期 間 令和６年１０～１２月

調査内容 ごみの量と組成、再商品化に伴う環境負荷、住民意見

プラスチック製容器包装 プラスチック製品

プラスチックごみ一括回収の対象
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（４）モデル事業を通じて得られる情報と今後の使途
①ごみの量と組成‥燃やせるごみ量の変化、再商品化不適物の混入量（率）

収集運搬効率に及ぶ影響、市民（排出者）の協力（理解）率

②再商品化に伴う環境負荷‥収集運搬～選別～搬出～再商品化に伴うCO₂排出量

③住民の意見‥プラスチック製品廃棄物を仕分けることへの負担、分かり易さ等

自治会に配布したチラシ
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（５）事業の進捗
１０月）前後比較のため、現行の分別収集量（容器包装のみ）を計量

１１月）プラスチックごみ（容器包装と製品）を一括回収し、計量

１２月）収集したごみの組成調査

１月～）アンケート調査
一括回収前後のごみ量変化、協力率の予測、再商品化量の見込、
一括回収による効果予測（CO₂排出量）、財政負担影響等の集約

令和６年 令和７年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

説明・チラシ配布■-----■

現行の分別方法による収集■---------■

プラスチックごみ一括回収□----------------------□

プラスチックごみ組成調査□

アンケート調査□---□

報告書まとめ□------------------□

凡例：■ 実施済
□ 実施中／予定
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（６）さらにその先の取組（予定）
①現その他プラ（容器包装）再資源化施設での受入れ（対応）能力の検討

②収集運搬、再商品化に伴う財政負担の変化に対する検討

③CO₂等温室効果ガスの抑制等、環境負荷の抑制効果に対する評価

④プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律の5年経過時の検討
規定に基づく制度改正の動向を見据えた、分別収集計画の見直しの可能
性について検討

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

□ モデル事業

□ モデル事業に関
する分析調査

□ モデル事業の評価
□ 分別収集に伴う効果

予測
□ 分別収集計画の見直

しの可能性検討
□ 施設機能の評価

□ 再商品化事業計画の
策定の可能性検討

□ 再資源化施設に関す
る対策

□ プラスチックに係る
資源循環の促進等に
関する法律の5年経過
時の検討時期
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